厳しい父

父：アイス食べる人

子供達：はーい

ナレーター：最初の客のご登場です

息子：パパ、ストロベリー味がいいな

父：さっきも言ったが、お前のせいで負けたんだ。
お前にはアイス無しだ。

息子：ごめんなさい

ナレーター：客が父親の発言に気付いたようです。一回目のストライクです。

父：お前は負け犬だ。アイスは買ってやらないぞ、席に着くんだ。行け。

ナレーター：エイデンが涙目になりながら歩き去るのを
彼は黙ってみていられない様子です。二回目のストライク。

ナレーター：エイデンが最後のチャンスにかけます

息子：僕だってできることはやった、アイス買って

父：やることをやったのは他の子たちだ。

ナレーター：ついに最初の客が、父親を呼び出します

男性：いいか、俺のことを外に連れ出して殴ってくれてもいい、
だから彼のアイスを買ってやってくれないか？
誰にだって間違いを犯すことはある。
彼は子供だ。許してくれ、
子育ての仕方を教えてやりたいわけじゃないが、
人として言っておきたいんだ

父：ただの教育ですよ

男性：ああ、でもな、世の中はもう十分に厳しいだろう。
社会が結局彼に教えてくれる。その時に、
父親を頼れるかが大事だ。
彼にとって君の存在は一番大切なんだ。
アイスを買ってやってくれ、俺が払ってやってもいい。

スタッフ：もういいだろう

（今行く）

男性：アイスを買ってやれば、
世界一の父親を持ったような気分にさせられる。

（行くぞ）

ナレーター：お元気ですか？大丈夫？

男性：はい

ナレーター：あなたは素晴らしかった

男性：いいえ、ありがとうね

ナレーター：彼にどんなメッセージを？

男性：息子さんにとって彼が一番大事な存在であること。
子供に対して負け犬だというなんて。
世の中はもう十分厳しいんだ。
もっと厳しくする必要はないんだ。
俺の息子も間違いを犯すが、それでもいいと教えている。
俺自身完璧じゃないことを知ってもらえるからね。


息子：ただアイスが欲しいだけなのに

父；だから駄目だと言ってるだろう

ナレーター：こちらのお二人は明らかに心配そうです

息子：褒めてほしいだけなのに

父：座れ
ナレーター：エイデンが去ると、母親の方が、彼の父親に話しかけます

女性：友達全員に買って、彼だけナシ？

父：教育なんだ

女性：可哀そうよ。私ならそうしない

父：息子が下手すぎて、自分がダサく見える

ナレーター：彼女の11歳の娘も、何か言いたいことがあるようです

娘：団体競技でしょ？みんなで勝つか、みんなで負けるかよ。
一人の子がしくじったとしても、その子の責任にはできないわ。

父：参加しただけじゃ、トロフィーはもらえないんだ

女性：トロフィーなんて誰ももらってないじゃない。みんなアイスを買ってもらってる。

（行くか、お元気ですか？調子はどう？）

娘：こんにちは

女性：ＷＷＹＤだ

（どう思いましたか）

女性：父親が息子に対してあんなことを言ってるなんて
信じなれなかったわ。
娘は市内でソフトボールをやってるけど、
もし彼女のコーチとか父親がそんなことを
言ってると知ったら、おしまいね


